
ＪＡバンク静岡における地域密着型金融の
取組状況について（令和６年度）

令和７年９月
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JAバンク静岡（県下JA・静岡県信連）では、農業と地域社会に
貢献するため、地域密着型金融の推進に取組んでおります。

今般、令和６年度における地域密着型金融の取組状況について
取りまとめましたので、ご報告いたします。
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Ⅰ 農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする
支援の一層の強化
（JAバンク静岡の農業メインバンク機能強化への取組み）

Ⅱ 担い手の経営のライフステージに応じた支援

Ⅲ 経営の将来性を見極める融資手法をはじめ、担い手に
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Ⅳ 農山漁村等地域の情報集積を活用した持続可能な
農山漁村等地域育成への貢献
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Ⅰ 農山漁村等地域の活性化のための
融資をはじめとする支援の一層の強化

（JAバンク静岡の農業メインバンク機能強化への取組み）

JAバンク静岡は、地域における農業者との結び付きを強化し、
地域を活性化するため、次の取組みを行っています。



5

１．農業融資商品の適切な提供・開発

 JAバンク静岡は、各種プロパー農業資金を提供するとともに、農業近代
化資金や日本政策金融公庫資金の取扱いを通じて、農業者の農業経
営と生活をサポートしています。

 令和７年3月末時点におけるJAバンク静岡の農業関係資金残高（注1）

は32,084百万円、日本政策金融公庫の受託貸付金（注2）残高は

9,336百万円となっています。

（注1） 農業関係資金とは、農業者及び農業関連団体等に対する貸出金であり、農業生産・農業経営に必要な資金や、農産物の生産・加工・

流通に関係する事業に必要な資金等が該当します。

（注2） JAバンク静岡が農業者の窓口となり、日本政策金融公庫などの貸付金の受託取扱いを行っています。受託貸付金残高には、JA転貸分

を含みます。
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令和７年３月末類型
30,383.3農業

1,923.1穀作

9,551.5野菜・園芸

3,183.6果樹・樹園農業

3,813.6工芸作物

988.5養豚・肉牛・酪農

275.7養鶏・鶏卵

0養蚕

10,647.0その他農業

1,700.9農業関連団体等
32,084.2合計

※ 「その他農業」には、複合経営で業種
が明確に位置づけられない者、及び農
業サービス業が含まれています。

※ 「農業関連団体等」には、JAや経済連
とその子会社等が含まれています。

【営農類型別農業資金残高】 （単位:百万円）
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※ 「プロパー資金」とは、JAバンク原資の資金を
融資しているものをいいます。

※ 「農業制度資金」は、①地方公共団体もしく
は日本政策金融公庫の資金をＪＡバンク静
岡が転貸で融資するもの、②地方公共団体
等が利子補給等を行うことでJAバンク静岡が
低利で融資するものを対象としています。

※ 「その他制度資金」には、農業経営改善促進
資金(スーパーＳ資金)や農業経営負担軽減
支援資金などが該当します。

【資金種類別農業資金残高】 （単位:百万円）

令和７年３月末種類

21,223.4プ ロ パ ー 資 金

10,860.7農 業 制 度 資 金

6,207.1うち 農 業 近 代 化 資 金

4,653.5うち そ の 他 制 度 資 金

32,084.2合計

【農業資金の受託貸付金残高】 （単位:百万円）

令和７年３月末種類

9,336.7日本政策金融公庫資金

‐そ の 他

9,336.7合計

※ JAバンク静岡では、主にJAを窓口として、日
本政策金融公庫資金の受託貸付金を取扱
っています。
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 JAバンク静岡は、主要な農業関係の制度資金である農業近代化資金
や日本政策金融公庫資金（公庫直貸除く）の取扱いにおいてトップシェ
アとなっています。

【静岡県の農業近代化資金及び日本政策金融公庫農業資金の取扱いシェア】

ＪＡバンク静岡
95%

その他

5%

農業近代化資金 融資残高シェア

（令和６年１２月末時点）

出所：静岡県

日本公庫直貸・その他

79%

ＪＡバンク静岡
21%

日本政策金融公庫 農業資金取扱いシェア

（令和７年３月末時点）

出所：ＪＡバンク静岡、日本政策金融公庫
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２．担い手のニーズに応えるための取組み

 JAバンク静岡では、地域の農業者のニーズに応えるため、様々な取組
みを行っています。

 JAでは、本支店の農業融資担当者が、営農・経済部門等と連携しな
がら、農業融資に関する資金提案や経営相談対応等を実施しています。
これを支える体制として、豊富な農業金融知識を持った農業融資の実
務リーダーである「担い手金融リーダー」が、県内10JAの本支店に23名
配置され、JAの農業融資に関する活動をサポートしています。

 静岡県信連では、JAのサポート指導機能、農業法人等への融資相談
機能を担う「県域農業金融センター機能」を構築し、これらの機能の拡
充・強化に努めています。
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Ⅱ 担い手の経営のライフステージに応じた支援

JAバンク静岡は、担い手をサポートするため、ライフステージに応
じて、次の取組みを行っています。
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１．次世代農業者の育成支援

 JAバンク静岡では、新規就農者の経営と生活をサポートするため、

青年等就農資金などを取り扱っています。

【新規就農者をサポートする資金の取扱実績】 （単位:件、百万円）

令和７年3月末
残高

令和６年度
実行金額

令和６年度
実行件数資金名称

3,588.0382.064青年等就農資金

14.1‐‐就農支援資金

13.821.43その他

3,615.9403.467合計
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２．食農バリューチェーン構築による農業・地域の成⾧支援
（商談会・ビジネスマッチング）

 JAバンク静岡では、農林水産業の事業力・収益力強化のため、行政や系統団体等と連

携し、商談会・ビジネスマッチングによる販路拡大支援等の農商工連携に取り組んでおり、

「農業者と産業界の架け橋」として多様な機能を発揮しています。

 令和６年度の成約件数は40件となり、主な成約事案は以下のとおりです。



カーボンクレジットによる持続可能な農業の
実現
静岡県信連は、ＪＡグループの一員として

地域や農業に欠かせない存在となるため、さま
ざまな取組みを進めています。このようななか、
株式会社フェイガーが、Ｊ‐クレジット制度にお
いて認定されている方法論「水稲栽培におけ
る中干し期間の延⾧」に基づき進めている取
組みに着目しました。この方法は、農業者の
脱炭素活動を支援し、その取組みをカーボン
クレジットという形で収益化することを目的とし
ています。静岡県信連はこの考え方に共感し、
2024年４月に株式会社フェイガーと連携協
定を提携しました。

静岡初、水田から生み出す地産地消型Ｊ-
クレジット
地域農業の持続可能性を高めるため、県

下ＪＡ、静岡経済連と連携し、株式会社溝
口商店をはじめとする生産者にこの取組みへ
賛同いただきました。
そらに、この取組みに共感する県内企業にも

働きかけ、生成されたＪ‐クレジットの購入を促

進した結果、2025年３月には県内の水田
から353ｔのＪ‐クレジットが創出され、そのう
ち250ｔを鈴与株式会社に購入いただくこと
が決定しました。
これにより、地元で生み出されたカーボンクレ

ジットを県内企業が活用する「地産地消型
カーボンクレジットモデル」が、静岡県で初めて
実現しました。

未来を創る地域連携モデル
県内でカーボンクレジットを創出し、地域内

で活用することで持続可能な農業を実現しよ
うというこの取組みが、生産者の意欲向上に
貢献するのみならず、農業と地域経済を結ぶ
新しいモデルとして定着し、さらに拡大していく
とを期待して、今後も継続して取り組んでいき
ます。

●美味しまね認証取得（国際水準GAP）
●HCCAP に沿った衛生管理
●美味しまね認証取得（国際水準GAP）
●HCCAP に沿った衛生管理

脱炭素農業の拡大に向
け、株式会社フェイガー
と連携協定を締結

取組に共感した
農業生産者に対して「水
稲栽培における中干し
期間の延⾧」を推進

地域で創出された
カーボンクレジットを県内
企業に販売し、Ｊ-クレ
ジットの地産地消を実現

農産物の生産と
販売・農業の受託・酒類販売

JA○○○

カーボンニュートラル

JAバンク静岡

「水稲栽培における中干し期間の延⾧」とは

「水稲栽培における中干し期間の延⾧」では、通常の中干し期間を７日間延⾧する
ことで、メタン発生量を約30％削減できることが確認されています。適切な審査を経
てクレジットの認証を受けることが可能であり、本制度は農林水産省の「みどりの食
料システム戦略」や政府の地球温暖化対策計画にも位置付けられています。

マッチング先:株式会社フェイガー 連携先:株式会社溝口商店・鈴与株式会社

静岡県初の
「地産地消型カーボンクレジットモデル」始動



し、地域一体となって取組みを進めています。

価値を理解していただける販売先の探索
レモンの産地化に向けた取組みに伴い、生

産量の増加が見込まれることから、販路拡大
を目的として、ＪＡふじ伊豆より静岡県信連
に対し、価値を理解していただける販売先の
紹介依頼がありました。
そこで、ＪＡグループのネットワークを活用し、

地域社会への貢献、生産者支援につながる
希少性やストーリー性のある食材を求めていた
農林中央金庫取引先の株式会社テイクアン
ドギヴ・ニーズ（本社:東京都品川区、直営
婚礼店舗（全国57店舗））を紹介し、商
談に至りました。

未来を彩るレモンの力、持続可能な産地形
成を目指して
株式会社テイクアンドギヴ・ニーズは、日本の

ホスピタリティ業界をけん引するリーディングカン
パニーを目指し、日本の高品質な第一次産
品（魚、肉、果物など）の強味を活かす取
組みを行っています。
今般、ＪＡふじ伊豆によるレモンの産地化に

向けた取組みが共感され、環境負荷の軽減
を目指して「みどり認定」を取得している点も評
価された結果、株式会社テイクアンドギヴ・
ニーズが運営する結婚式場で提供される料理
やレモンジュースの原料として、ＪＡふじ伊豆
のレモンを活用することが決定しました。

●美味しまね認証取得（国際水準GAP）
●HCCAP に沿った衛生管理
●美味しまね認証取得（国際水準GAP）
●HCCAP に沿った衛生管理

「国産レモン栽培発祥
の地」で生産拡大と統一
ブランド化を地域一体と

なって目指す

「国産レモン」の価値を
理解してもらえる販売先

の紹介依頼

商談先にレモンの産地化
に向けた取組みが共感さ
れ、運営する結婚式場で
活用されることが決定

農産物の生産と
販売・農業の受託・酒類販売

JA○○○

食 農 Ｖ Ｃ

JAバンク静岡

マッチング先:JAふじ伊豆 連携先:株式会社テイクアンドギヴ・ニーズ

「国産レモン」の持続可能な産地形成を目指して

熱海市は「国産レモン栽培発祥の地」
ＪＡふじ伊豆管内の熱海市は、明治の初め、

外国人観光客が訪れた際にレモンが伝わったと
いわれており、日本で最初にレモンが栽培され
た場所として知られています。
現在、日本国内で流通しているレモンの約９

割が外国産で、国産レモンは１割にも満たな
い状況です。しかし、近年は「食の安全・安心」
への関心が高まっており、国産レモンの需要は
年々増加しています。
このような状況を踏まえて、ＪＡふじ伊豆では、

レモンの生産拡大と統一ブランド化を目指
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【その他食農ビジネスマッチング取組事例（抜粋）】

概要マッチング先ニーズ内容連携先

スーパー・量販店等への販売が決定。農産物卸売業小ネギの販路紹介農業生産法人

商業施設内お土産コーナーでの販売が
決定。施設管理業

柔一ひとえティーバッグの販
路紹介ＪＡ静岡経済連

ドローン取扱業者を紹介し、農薬散布
を実施。農業資材卸売業ドローンによる農薬散布委

託先の紹介農業生産法人

苗床用高機能バイオ炭培土を提供。有機質肥料製造業高機能バイオ炭の試験的
な活用廃棄物処理業

植物活性剤の試験散布を実施。農業資材製造業猛暑および乾燥対策資材
の紹介農業生産法人

酒米生産農家向けに説明会を実施脱炭素支援業酒米用水稲中干し延⾧
取組み支援先の紹介酒類製造業
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３．JAバンク静岡講演会・セミナー等の開催

 JAバンク静岡では、お取引先様や系統団体等を招いたセミナーを開催し、
担い手の経営力向上に貢献しています。

【令和６年度講演会・セミナー開催実績】

内容参加者主催者開催日講演会名

補助金紹介・
農業における事
業継承

93名静岡県
静岡県信連

令和６年
11月19日

アグリビジネ
スセミナー

令和６年11月に、農業所得の向上や地域活性化に資することを
目的として、農業者が活用可能な補助金の紹介および農業における
事業継承をテーマにセミナーを静岡県と共同開催いたしました。
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４．災害等の被害を受けた方への支援
 JAバンク静岡では、災害により被災した方々を支援するため、災害対策窓

口を設置したほか、災害対策資金の創設や農業者の資金調達費用負担軽
減のため、利子補給や保証料助成を実施しています。

（単位:件、百万円）

助成等金額件数内 容支援主体支援項目

利子補給額
4.0

利子補給件数
149

平成30年台風24号で罹災した農業者に対する、
県下JAの農業資金に係る利子補給

静岡県信連平成30年台風24号静岡県災害緊急
特別対策利子補給の実施

利子補給額
0.4

利子補給件数
29

令和元年台風19号で罹災した農業者に対する、
県下JAの農業資金に係る利子補給

静岡県信連令和元年台風19号静岡県災害緊急
特別対策利子補給の実施

利子補給額
0.2

利子補給件数
27

令和元年降雹で罹災した農業者に対する、県下
JAの農業資金に係る利子補給

静岡県信連令和元年降雹静岡県災害緊急特別
対策利子補給の実施

利子補給額
5.4

利子補給件数
267

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた農業者
に対する、県下JAの農業資金に係る利子補給

静岡県信連新型コロナウイルス感染症静岡県災害
緊急特別対策利子補給の実施

利子補給額
0.1

利子補給件数
4

令和3年突風で罹災した農業者に対する、県下
JAの農業資金に係る利子補給

静岡県信連令和3年突風静岡県災害緊急特別対
策利子補給の実施

利子補給額
0.2

利子補給件数
11

令和4年台風15号で罹災した農業者に対する、
県下JAの農業資金に係る利子補給

静岡県信連令和4年台風15号静岡県災害緊急
特別対策利子補給の実施

利子補給額
0.5

利子補給件数
26

ウクライナ情勢に伴う原油価格・物価高騰等によ
り農業経営に影響を受けた農業者に対する、県
下JAの農業資金に係る利子補給

静岡県信連令和4年ウクライナ情勢に伴う原油価
格・物価高騰対策利子補給の実施

利子補給額
0.1

利子補給件数
１

令和5年突風で罹災した農業者に対する、県下
JAの農業資金に係る利子補給

静岡県信連令和5年突風静岡県災害緊急特別対
策利子補給の実施

11.1513合計

【令和６年度 利子補給による支援（単年度）】
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（単位:件、百万円）

助成等金額件数内 容支援主体支援項目

保証料
助成額

0.1

保証料助成
件数

6

ウクライナ情勢に伴う原油価格・物価高騰等
により農業経営に影響を受けた農業者に対
する、県下JAの農業資金に係る保証料助成

静岡県信連令和4年ウクライナ情勢に伴う原油価
格・物価高騰対策保証料助成の実施

保証料
助成額

0.2

保証料助成
件数

3

令和6年台風10号で罹災した農業者に対す
る、県下JAの農業資金に係る保証料助成

静岡県信連令和6年台風10号静岡県災害緊急
特別対策保証料助成の実施

保証料
助成額

0.1

保証料助成
件数

1

令和6年10月の突風で罹災した農業者に対
する、県下JAの農業資金に係る保証料助成

静岡県信連令和6年10月突風静岡県災害緊急
特別対策保証料助成の実施

0.510合計

【令和６年度 保証料助成による支援（単年度）】
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５．事業性評価を通じた農業者の経営課題の把握・課題解決

ソリューションの提供・蓄積

（単位:先）
【令和６年度の農業者への経営改善支援等の取組実績】

ランク
アップ率

＝ｂ／Ａ

事業計画
策定率

＝ａ／Ａ

期初経営改善
支援取組先

Ａ

区分

Ａのうち期末に
債務者区分が
変化しなかった

先
ｃ

Ａのうち期末に
債務者区分が

ランク
アップした先 ｂ

Ａのうち再生計
画を策定
した先

ａ

100.0%555①正常先
0.0%72.7%80811②うちその他要注意先要

注
意
先 0.0%100.0%1011③うち要管理先

25.0%25.0%3114④破綻懸念先
0.0%0.01003⑤実質破綻先
――0000⑥破綻先
5.3%52.6%1311019小計（②～⑥の計）
4.2%62.5%1811524合計
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Ⅲ 経営の将来性を見極める融資手法をはじめ、
担い手に適した資金供給手法の徹底

JAバンク静岡では、担い手の経営実態やニーズに適した資金の
提供に努めています。
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１．資本供与の取組み（ファンドの活用）

 JAバンク静岡では、農業振興や環境に貢献する取組みを行う企業に投資し、
その成⾧を支援しています。 出資状況 ７件 125,820千円

（※令和7年3月末時点）

～（例）信用力強化に向けた資本供与（※令和3年度事業）～

 JAグループと取引のある農業法人に対する支援策として、JAと静岡県信連、農林中央
金庫、アグリビジネス投資育成㈱が連携し、アグリシードファンドによる出資を行い、生産
規模を拡大している当社の運転資金の支援を行いました。

 出資を受けたことで、資本力が増強し、財務の安定性を図ることにより信用力の強化に
繋がりました。信用力の強化は資金調達力の強化にも繋がります。

 引き続き、ＪＡ営農・金融部門における支援がなされることから、静岡県信連では金融
支援に加え、取引先等とのビジネスマッチングによる販路の確保支援等を図っていきます。
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２．負債整理資金による経営支援

 JAバンク静岡では、農業者の債務償還負担を軽減し、経営再建を支援す
るため、負債整理資金を取り扱っています。

【令和６年度負債整理資金の貸出実績】 （単位:件、百万円）

令和７年3月末
残高実行金額実行件数資金名

‐‐‐農業経営負担軽減支援資金

44.0‐‐JA農業負債整理資金

44.0--合計

※ 「農業経営負担軽減支援資金」は、営農に必要な資金の借入により生じた負債の借換えのための制度資金であり、JAなどの融資機
関において取り扱っています。
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３．動産担保融資の活用

 JAバンク静岡では、農畜産物や事業用車両、各種在庫など様々な動産を
担保とした融資を行い、不動産担保・個人保証に過度に依存しない融資等
への取組みを行っております。

静岡県における融資の実績は次表のとおりです。

【動産担保融資活用実績】 （単位:件、百万円）

令和６年度末

残高件数

‐‐農産物

96.26畜産物

‐‐機械設備

‐‐その他

96.26合計

※内容：乳牛
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Ⅳ 農山漁村等地域の情報集積を活用した
持続可能な農山漁村等地域育成への貢献

JAバンク静岡では、地域社会へ貢献するため、次の取組みを
行っています。
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１．食・農への理解促進

 JAバンク静岡は、地域の小学生の農業に対する理解を促進するため、JAバン
ク食農教育応援事業を展開し、農業に関する教材「農業とわたしたちのくらし」
の配布や農業体験学習の受入れ等に取組んでいます。

教材「農業とわたしたちのくらし」は、JAバンクを通じて、令和６年度には
特別支援学校を含む県下512校の小学5年生（約3万4千人）に
配布され、学校の授業等において活用されています。



 JAバンク静岡は、「JAバンク静岡アグリサポートプログラム」における担い手育成
支援事業として、農畜産業の担い手の育成や地域農業基盤の振興・発展及
び地域活性化に繋げることを目的に、平成28年度より県内の公立高校や大学
の学生が行う研究等に対して、費用助成を実施しております。

令和６年度については、対象校（県内の公立高校11校及び静岡県立農林
環境専門職大学）が実施する28の研究等に対して、総額525万円の助成を実
施し、令和６年７月５日(金)に静岡県立農林環境専門職大学、令和６年７
月９日（火）に静岡県教育委員会にそれぞれ目録を贈呈いたしました。

写真左から
静岡県信用農業協同組合連合会
代表理事理事⾧ 吉田 正吾

静岡県立農林環境専門職大学
学生代表 柴田 佳歩 様

写真左から
静岡県信用農業協同組合連合会
農業部部⾧ 本間 均

静岡県信用農業協同組合連合会
常務理事 厚見 雅彦

静岡県信用農業協同組合連合会
代表理事理事⾧ 吉田 正吾

静岡県教育委員会
教育⾧ 池上 重弘 様

静岡農業高校
校⾧ 望月 康弘 様
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